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第１６回国際花火シンポジウム のご案内   このたび、平成２９年４月２４日～２９日を会期に、秋田県大仙市大曲にて第１６回国際花火シンポジウムが開催されます。世界各国の花火・煙火関係者が集結するこの機会に、皆さま奮って御参加ください。   平成２９年４月２４日（月）～２９日（土）   ◆シンポジウム会場  大仙市大曲市民会館小ホール（秋田県大仙市大曲日の出町 2 丁目 6 番 60 号） ◆トレードショウ（展示商談会） 大仙市大曲交流センター（秋田県大仙市大曲日の出町 2 丁目 7 番 53 号） ◆花火観覧主会場  大曲花火大橋下流河川敷（全国花火競技大会会場）   

 ※プログラムは今後変更になる可能性があります。   プレゼンテーションでは、１人３０分の講演が約５０演題行われます。煙火組成物の化学、物理学、また、煙火デバイスの技術、製造方法、打揚技術、製造・打揚の安全性・規制、花火の評価、花火文化など内容は多岐にわたります。基本的には英語での発表ですが、日英の同時通訳が提供されます。また、テーマに分かれてモデレートセッション（グループ討論）が行われます。  国際花火シンポジウムとは？ 国際花火シンポジウムとは、世界各国の煙火関係者（研究者、製造業者、花火イベントのプロモーターなど）が一堂に会し、研究成果の発表や商談取引が行われる国際会議です。１９９２年カナダモントリオールで第１回が開催され、その後概ね２年に一度開催されており、 第１６回国際花火シンポジウムは、２００６年に滋賀で開催された第８回以降２回目の日本開催となります。近年では、世界各国（３０ケ国以上）から約６００名の関係者が参加しています。  通常５日間程度の日程となっており、テクニカルプログラム（論文発表、グループ討論）、トレードショウ（展示会）、イベント（オプショナルツアー、花火打揚）で構成されています。  主催は国際花火シンポジウム協会（ISFS,本部カナダ）で、開催国側にて委員会を組織し、受け入れ準備をしています。 

 第１６回国際花火シンポジウム日本委員会 委員長 田村昌三 副委員長 越 光男 委員 青木昭夫 小勝一弘 國友繁明 河野晴行 小松忠信 賢木新悦 畑中修二 福島伸一郎 松永猛裕 三宅淳巳 茂木正 和田有司 （敬称略五十音順） 
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  参加者区分 登録費 登録費に含まれるもの＊１ ◆全日程登録   国内参加者 57,000 円 論文集、コーヒーブレイク、昼食 発表者 40,000 円 国内学生＊２ 35,000 円 ◆特別短期登録（２日券） （国内参加者のみ、24～28 日で任意の連続する２日間） 20,000 円 コーヒーブレイク、昼食 ＊１ オプショナルツアー（２６日、２９日）、夜の花火観覧（２５日、２７日）、ガラディナー（２８日）への参加は別料金で 申込が必要です。 ＊２ 学生登録の方は、申込書と一緒に学生証の写しを提出してください。 ＊３ トレードショウ会場にはシンポジウムへの登録がなくても入場できますが、参加登録者が優先されるため入場制限される 場合があります。    １．別紙参加申込書（http://www.oomagari-hanabi.com/isfireworks_spring2017/isf_form.docx）に必要事項を 記載してください。 ２．代表者名で下記の指定口座へ参加費をお振り込みください。振込にかかる手数料は申込側でご負担ください。 ３．参加申込書、ならびに振り込み控え（または振込日、振込者名のわかるもの）をメールまたは Fax にて 事務局へお知らせください。 ４．お申し込み手続き後、１カ月程度で代表者様あてにメールまたは Fax にて確認書をお送りします。 ※事前の参加登録は、４月６日まで受け付けます。それ以降のお申込みは、現地デスクにて承ります。  振込先  秋田銀行 大曲支店 （普通）１０８８８２５  口座名義 国際花火シンポジウム 参加登録費    １． 参加登録について 事務局にて申込書を受領し、参加登録費の入金が確認できた時点で登録が完了となります。 申込書のみの送付では登録完了とはなりませんのでご注意ください。 ２． 登録の取り消しについて 登録完了後、やむをえず参加を取りやめる場合には、メールまたは Fax 等の送信日時がわかる連絡方法で実行委員会事務局へ通知してください。お支払いただいた参加登録費は、国際花火シンポジウム協会の規定に基づいたキャンセル料を差し引いて返金いたします。 ３． キャンセル料について 2017 年 3月 10 日まで： 事務手数料として１名につき 4,000円をお申し受けます 2017 年 3月 31日まで： １名につき 17,000円をお申し受けます 2017 年 4月 1日以降の返金はありません なお返金については、事務処理・確認のため登録取り消しの連絡から１カ月程度を予定しております。あらかじめご了承ください。 ４． 個人情報について 国際花火シンポジウムの国内参加登録に際して収集されるすべての情報は、第 16 回国際花火シンポジウム実行委員会が管理し、主催者である国際花火シンポジウム協会が所有します。第３者に販売、共有されることはありません。すべて国際花火シンポジウム開催の目的のみに使用されます。     第１６回国際花火シンポジウムの宿泊予約は、（株）日本旅行東北が承ります。 宿泊予約・支払はすべてオンラインで行います。下記 URL よりご予約下さい。 
https://v3.apollon.nta.co.jp/isf16th/（日本語ページ） 

https://v3.apollon.nta.co.jp/isf16th2/（英語ページ） 

 
 
 
 

宿泊予約 

参加登録費 

参加登録方法 

第 16 回国際花火シンポジウム申込規約 



 
 
 各日のイベント（花火観覧、オプショナルツアー、ガラディナー等）は、事前に申し込みを受け付けます。参加受付は、（株）日本旅行東北の宿泊予約サイトにて行う予定です。シンポジウムの参加登録をされた方には、イベントの詳細が決定次第お知らせいたします。 

   国際花火シンポジウム協会（http:/www.isfireworks.com）では、トレードショウ出展企業を募集しています。花火製造業者、点火技術、打揚筒、コンピューターソフトメーカー等煙火関係の企業が出展される予定です。 ブースの数には限りがあり、先着順で受け付けています。日本語での申し込みを希望される場合は、申込みのお手伝いをしますので下記事務局へお問い合わせください。 
� 出展費用： １小間 238,000 円 
� 基礎小間規格：幅 270×奥行 180×高さ 210cm のシステムパネル仕切りスペース （スポットライト２灯、コンセント２口、机１台、パイプ椅子２脚付） 

 
 
 
 
 

第１６回国際花火シンポジウム実行委員会事務局 〒014-0027 秋田県大仙市大曲通町１番１３号（大曲商工会議所内） 

電話： 0187-73-5781   Fax： 0187-73-5782 

E-mail: isf16@city.daisen.akita.jp 

お申込み・お問合せ 

イベント申し込み 
トレードショウ出展者募集 


